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平成27年３月橋本市議会定例会会議録（第２号）その３ 

平成27年３月２日（月） 

                                           

                                        

○議長（石橋英和君）順番２、５番 森下君。 

〔５番（森下伸吾君）登壇〕 

○５番（森下伸吾君）ただ今、議長のお許し

をいただきましたので、通告に従い、一般質

問を行わせていただきます。 

 今回の一般質問１項目めとしまして、国の

2014年度補正予算の地方創生の交付金を、本

市はどのような取り組みに生かしていくのか

についてお聞きいたします。 

 景気の下支えをするための緊急経済対策を

盛り込んだ国の2014年度補正予算が成立しま

した。この対策は消費の刺激や地方の活性化

に重点を置いた内容で、自治体が地域事情に

応じて柔軟に使える交付金（地域住民生活等

緊急支援交付金）を盛り込んでいます。同交

付金は、地域商品券の発行の助成や少子化対

策への支援、起業対策などに充てられます。

そこで、本市としてどのような取り組みに生

かしていくのか質問をいたします。 

 ①お得に買い物ができる地域商品券につい

て。 

 ②ブランド新商品の開発と販路開拓につい

て。 

 ③駅前活性化対策について。 

 ④ＵＩＪターン助成による情報発信サイト

について。 

 ⑤人口増加対策について。 

 次に、２項目めになります。2015紀の国わ

かやま国体の準備状況についてお尋ねいたし

ます。 

 本県での開催が44年ぶりとなる紀の国わか

やま国体の開催がいよいよ目前に迫ってきま

した。昨年のリハーサル大会を終え、各競技

施設の運営や整備など、これまで着々と準備

を進めてきたことと思います。そこで、現在

の状況について質問をいたします。 

 ①リハーサル大会の反省点と改善点につい

て。 

 ②競技会場及び練習会場の整備について。 

 ③宿泊の受け入れ体制について。 

 ④競技会場へのアクセス等手段について。 

 ⑤運営ボランティアの確保について。 

 ⑥市民を巻き込んだ国体ムードの盛り上げ

について。 

 以上のことをお聞きいたしまして、私の第

１回目の質問といたします。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君の質問項

目１、地方創生交付金に関する質問に対する

答弁を求めます。 

 経済部長。 

〔経済部長（笠原英治君）登壇〕 

○経済部長（笠原英治君）国の緊急経済対策

の一つである、地域住民生活等緊急支援のた

めの交付金を活用した本市の取り組みについ

てお答えします。 

 当該交付金は、回復の遅れる地方の消費喚

起や生活支援を目的とした消費喚起・生活支

援型と地方版総合戦略の策定支援やしごとと

ひとの好循環の確立を目的とした地方創生先

行型の二つの交付金から構成されています。 

 消費喚起・生活支援型での取り組みについ

ては、プレミアム付き商品券、子育て支援商

品券の２事業を予定しています。 

 まず、地域商品券、いわゆるプレミアム付

き商品券についてですが、これは市内での消

費喚起を目的とするもので、本市では、橋本

商工会議所及び高野口町商工会が主体となっ

て構成する予定の実行委員会に対し補助金を
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交付し、実施していきたいと考えています。 

 その概要は、額面が１万2,000円分の商品券

を１万円で販売し、市内の小売店や飲食店で

利用していただくというものです。商品券の

使用期間は７月中旬から、概ね半年間を予定

しています。一人当たり３万円、額面３万

6,000円分まで購入できる予定です。プレミア

ム商品券は政府の経済対策の一環として実施

されることから、金額の上乗せ分、いわゆる

プレミアム分の財源が国の交付金で全て賄わ

れます。 

 既に橋本商工会議所及び高野口町商工会と

担当者レベルでの協議を進めており、協力事

業者の募集方法や換金を取り扱う金融機関と

の調整について、一定の方針が決まり次第、

実行委員会を立ち上げていくこととしていま

す。この事業によって、市内の消費を喚起し、

地域経済の活性化が図られることを期待して

いるところです。 

 また、子育て支援商品券については、小学

生までの子どもに対し、一人当たり１万円の

商品券を無料で交付することで、子育て家庭

の負担を軽減するとともに、市内での消費喚

起を図るものとしています。 

 次に、地方創生先行型での取り組みについ

てお答えします。まず、ブランド新商品の開

発と販路開拓については、平成27年４月の機

構改革により、現在の橋本市地場産業振興セ

ンター内に、はしもとブランド推進室を設置

します。和歌山県、商工団体、農協からの職

員を受け入れ、官民一体となって地場産品の

ブランド化の推進に取り組みます。 

 具体的には、販路開拓、販売促進のために

現場に実際に出向き、営業活動を行うととも

に、メディア等を利用した販売促進を積極的

に行います。また、市内事業者が行う商談会、

展示会、物産出店並びに新商品開発への活動

を産業振興基金事業補助金交付要綱に基づき、

支援してまいります。 

 次に、駅前活性化対策についてお答えしま

す。まず、橋本駅前における定期的な集客イ

ベントの開催を考えています。例えば、地元

出身の歌手によるミニコンサート、大道芸人

によるショー、あるいは、朝市などを定期的

に開催するなどして、本市の鉄道玄関口であ

る橋本駅前、高野口駅前を盛り上げ、定着化

したいと考えています。 

 また、観光案内所の移転にあわせて、駅前

広場の現在の観光案内看板をＬＥＤの大型看

板に変更し、市内の各種情報、商店、産品の

ＰＲ媒体として利用します。 

 加えて、橋本駅周辺と高野口駅周辺の両方

にフリーＷｉ－Ｆｉのインフラを整備し、観

光客をはじめとして、本市を訪れる方の利便

性向上を図りたいと考えています。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

〔企画部長（北山茂樹君）登壇〕 

○企画部長（北山茂樹君）次に、ＵＩＪター

ン助成及び人口増加対策についてお答えしま

す。 

 まず、ＵＩＪターン助成については、社会

動態が大きい20代、30代をターゲットとした

移住定住を促進するため、若者世代の転入夫

婦に対する新築住宅取得に対し補助するとと

もに、移住定住に関するＰＲ看板や情報誌へ

の掲載、また、市ホームページでの動画や写

真の活用による情報発信力の向上を図ります。 

 また、人口増加、少子化対策としては、出

合いから出産、子育てに関して切れ目のない

支援を行うため、婚活支援事業や婚活・ご成

婚応援補助、特定不妊治療費の一部助成、学

童保育費の一部助成、中学生医療費助成の実

施を行うものです。 

 これらの事業は、平成27年度中に策定する

橋本創生総合戦略に盛り込むことを前提とし

ており、先に答弁しました販路開拓やブラン
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ド推進、観光振興によるしごとの創生を行い、

そして、結婚から妊娠・出産・子育てまで切

れ目のない支援を行います。このことによっ

て、転入促進・転出抑制・出生率の向上につ

なげるひとの創生に結びつき、安心して生活

を営める社会環境をつくることで、人や企業

に選ばれるまちの創生に取り組んでまいりま

す。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君、再質問

ありますか。 

 ５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

それでは、再質問をさせていただきたいと思

います。 

 この国の補正予算に関しましては、地域に

よっていろいろばらつきがございます。です

ので、積極的に活用するかどうかは、それぞ

れの自治体の判断によるということになりま

すので、橋本市はこの交付金をどう使うのか

ということで、まだ、はっきりとわかってお

りませんでしたので、今回こういう形で質問

をさせていただきました。今回、議会のほう

でいろいろと資料を出していただいておりま

すので、大まかはわかっておるんですが、も

う少し詳しくというふうな形で質問をさせて

いただきます。 

 先ほどもありましたように、プレミアム付

き商品券につきましては、商工会議所と高野

口商工会が中心になってするということであ

りましたが、そうすると、その商品券を買い

たい場合は、確認になるかもわかりませんが、

商工会議所か商工会に行って、それを購入で

きるということなんでしょうか。それとも、

また別のところで購入ができるのか、いろん

なところで購入ができるのか、まだ、これか

らのところもあると思いますが、その辺、具

体的なことが決まっていれば、よろしくお願

いします。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）実行委員会のほう

が最終的に詳細について取り決めて、この事

業を実施してまいりますので、あくまでも予

定ということでお話しさせていただきます。 

 販売方法については、先ほど、議員からの

お話がありました窓口販売として、商工会議

所、商工会、この商工団体を基本としており

ます。ただし、国の狙いは短期消費というこ

とでありますので、短期間で、例えば、市民

会館とか産業文化会館で、一、二週間だけ限

定して販売すると、そういったことも現在検

討しておる最中でございます。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

となりますと、そこの限られた場所でという

ことになると思いますが、ここでは、１人３

万円までが購入できるとなりますが、複数の

回、そこで購入ができる場所ができますと、

１人３万円までという判断といいますか、ど

こでそれを、１人この人はもう買ってあると

か、この人は買っていないという判断ができ

るのかなというところが少し疑問に残るとこ

ろがあるんですが、その辺いかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）ただ今、議員から

ご指摘がありました件につきましては、国の

ほうでも、非常に各地方自治体でそういう問

題を提起されております。私どもとしまして

も、どういった形で確認してまいるか、これ

から実行委員会の中で十分検討していきたい

と考えております。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

これから、そういうところも議論になってく

るとは思いますので、その辺よろしくお願い

をいたします。 

 あとは、今度は販売する側、お店のほうが、
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その商品券が使えるかどうかというのは、あ

らかじめ実行委員会に登録をしておかないと、

それを使える店でないというふうに判断され

るのか、その辺はいかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）現在、対象となる

事業者は市内で営業して、店舗を有する全て

の事業者というふうに考えております。これ

は各市町村によって本当にまちまちなんです

が、現在、橋本市ではこういうふうな考え方

を持っております。商工団体の非会員であっ

ても、大型店舗であっても使えるように考え

ております。 

 ただ、商工団体の非会員については、この

事業に参加するにあたって、協議会のほうが

幾分かの費用を徴収すると考えておると聞い

ております。それと、大型店につきましては

ある程度販売の枚数を限定させていただいて、

できるだけ、中小零細のそういった商店のほ

うにその商品券が回るようにしていきたいと

いうふうに考えております。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

今のご説明の中でちょっと確認ですが、そし

たら、１万2,000円の商品券の中で大型店舗に

使える部分があるのか。あと、小売店で分け

ると、そういう商品券の中の分類をするとい

うことになるということでよろしいんでしょ

うか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）現在そのように考

えております。色分けして、違う商品券をお

渡ししたいというふうに考えております。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）やはり大型店舗ばかり

でこれを使われてしまいますと、地元の商店

の喚起という形であれば、その点やはり、な

かなか地元の小さな商店に潤わないというこ

とにもなりますので、そういうふうな色分け

をしていただくと、やはり、地元でももっと

使ってもらえるんじゃないかなと思います。 

 内容的には、そしたら、全ての店舗という

ことですね。飲食店もということも先ほどあ

りましたが、食べるものも大丈夫やというこ

とで、さらには、この機会だから、高級家電

とか車とか、そういうふうな、いわゆるぜい

たく品といいますか、高級なものにももちろ

ん使えるということの判断でよろしいでしょ

うか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）基本的にそういう

大型家電であったり、自家用車であったり、

そういったものにもこの商品券は充てられる

というふうに考えております。ただ、処方薬

局とか、介護保険の自己負担等が公費によっ

て幾分か賄える、そういった店舗につきまし

ては対象外にしたいというふうに考えており

ます。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

これから実行委員会を立ち上げられて、その

辺も議論されていかれることと思います。こ

れと同じように商品券で、子育て支援商品券

も発行されるということで、こちらは、子ど

も一人当たり１万円の商品券を無料で配布す

るということですが、この子ども一人当たり

という、小学生までというこということでよ

ろしいでしょうか。もう一度、ちょっと確認

までですが、小学生までといったら、小学生

までいる家庭ということでよろしいでしょう

か。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）そのように想

定してございます。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。
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特に、小学生、子どもの商品といいますか、

そういうものもたくさん、このときは消費し

ますし、特に地元でどんどん使っていただけ

るということで無駄にはならないということ

にも思います。 

 根本的にこれは違いますよね。子育てとプ

レミアムの場合ですと、子育ての場合は無料

で交付ですから、多分、送られてくるという

ことで考えてよろしいでしょうか。あとは、

プレミアムのほうは購入しにいかないといけ

ないということに、ちょっと、同じような商

品券ですけども、手に入れ方というのは違う

ということでよろしいでしょうか。 

○議長（石橋英和君）健康福祉部長。 

○健康福祉部長（石橋章弘君）これについて

はまだ事務段階、きっちりまだ詰まっていな

い状態でございます。ただ、考え方としては、

まず、ご案内する、それから、来ていただく

というふうな手順になるのかな。例えば、交

付券を対象の方に送付して、来ていただいて

お渡しすることになるのか、そこらあたりは、

ちょっと事務方、これから詰めていきたいと

考えております。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

これからということですが、できれば、もう

この際ですから、配布していただくのが一番、

やはり、取りに行く、買いに行くとなると、

そこでやはりなかなか面倒くさいという方も

いらっしゃいますので、それが消費につなが

らないということにもなりますので、趣旨と

しましては、やはりここは交付していただい

てというふうにも考えております。この両方

とも商品券でありますから、もちろん、額面

の商品を買ったときに、お釣りなんかが出て

きた場合は、お釣りは返さないということで

よろしいですか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）基本的にお釣りを

返すということは考えておりません。できる

だけ商品券を全て使っていただくということ

が消費喚起につながると思っております。や

り方としては、500円の商品券を束でお渡しし

ようと思っておりますので、500円単位では必

ず使えると考えております。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

これからということもありますので、だいた

い今、聞かせていただいたところが、特に聞

きたかったところではあるんですが、このプ

レミアム付き商品券に関しましては、日本リ

サーチ総合研究所の藤原主任研究員はこのよ

うにも述べていますが、「今までの過去の現金

支給の給付型とは違い、今回は住民による購

入が前提となることによって、今までとは決

定的に違うものであり、自治体の工夫次第で

はより高い費用効果が生まれる」というふう

にも言われております。 

 ですので、今回の商品券の発行を通して、

自治体はこうした地元産業の活性化に積極的

にかかわってほしいというふうなことも述べ

られておりますので、このプレミアム商品券

を通して、しっかり地元の、また喚起にも役

立てていただきたいというふうに思います。 

 一つ目の商品券に関してはこのあたりにし

まして、次のブランド新商品の開発と販路開

拓についてですが、ブランド推進室の場所が

地場産業振興センターの２階というふうに書

かれておりますが、現在、この２階といいま

すか、あそこの場所が、もう２階で工事をす

るようになっておったと思うんですが、この

辺は工事終了して、もういつでも推進室設置

できるような状態なんでしょうか。できてい

ないとなりましたら、どこかにまた設置され

るのか、その点いかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 
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○経済部長（笠原英治君）年内に入ってから

工事着手しまして、１階部分の従来の裁ち寄

り処の部分と、２階の事務所になる部分の改

修工事を進めております。現在95％ぐらいは

進捗しておると考えております。あと、重機

等の搬入については、年度内中に全て納める

予定でございますので、４月からは予定どお

り、ブランド推進室をこの事務所に設置でき

るというふうに考えております。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）４月からということで、

では、職員をここにも配置して、商工会議所

と商工会からも職員を受け入れるということ

でありましたが、だいたい何人体制をお考え

なのか。また、内容的には、販路開拓の営業

をどんどん進めていくということでしたら、

営業が中心で、開発よりも営業に力を入れて

いく部署なのか、その辺いかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）壇上の答弁でもお

答えさせていただきましたが、和歌山県のほ

うから出向１名、商工団体として、橋本商工

会議所から１名、高野口町商工会から１名、

ＪＡ紀北川上から１名、市からは今、予定で

は、正規の職員が３名、都合によって臨時職

員１名、この体制でこのブランド推進にかか

わっていきたいと考えております。 

 主な業務に関しましては、今、議員からお

話がありました販路開拓、これが一番重要な

業務でありまして、それ以外に産業振興基金

事業の振興をしていきたいというふうに考え

ております。本当にやる気のある商工業者、

農業者に対して、物質的な支援、マンパワー

的な支援を積極的にこの部署がやっていきた

いといふうに考えております。 

 あと、販路開拓に関しましては、実際、現

場へ出向くだけはなくして、メディア等も利

用しながら、そういった広告ＰＲもしていき

たいというふうに考えております。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

今、部長から、メディアも使ってということ

でありましたが、具体的にそのメディアに関

して、もしビジョンがあれば教えていただけ

ればと思いますが。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）やはり、テレビ番

組とかラジオ番組、それと、本当に発行部数

の多い雑誌とかに取り上げられると、一気に

反響があります。先だっても、ある番組で、

ごぼうのお漬物をテレビ番組で放映したとこ

ろ、今までそんなに売れていなかったんです

が、非常に全国から注文が殺到しまして、も

う今現在、半年間、その商品がない状況で、

半年待ちになっているようです。そういった

ところにできるだけかかわっていけるような

状況づくりを、県なんかと調整しながら、具

体的に進めていきたいというふうに考えてお

ります。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

確かに、テレビ、雑誌、すごく効果は大きい

と思いますが、無料で取材をしてもらえるん

であれば、これはありがたいことなんですが、

やはり費用がかかってくることもありますの

で、このあたり、やはりなかなか費用面でで

きる範囲が決まっていると思いますので、そ

のあたり、今はインターネットを使ったその

辺のネットでのしっかりＰＲも重視していた

だければというふうにも考えます。その点も

しっかりと取り組んでいただければと思いま

す。 

 さらに、ここのブランド推進室の考え方と

しまして、橋本市に今ある農業とか商業から

開発をして、それを売っていこうとお考えな

のか、それとも、全く新しいものを開発して、
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それを売っていこうと考えていらっしゃるの

か、その辺の方向性いかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）両方の側面から支

援していきたいというふうに考えております。

具体的に、産業振興基金を使った事業の補助

金の採択要件として、商品開発事業、それと、

地域ブランドとして創出していく事業、こう

いったことがあります。それと、６次産業化

によって新しい加工品なんかを開発していた

だく事業、こういったものについては、現在

あるものも含めて販路開拓を見出していった

り、販売促進していくというそういう事業に

関して支援していきたいというふうに考えて

おります。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）両方の側面からやって

いくということでありますので、そのあたり、

よろしくお願いします。特に、今この地域に

ある埋もれている、そういったお宝といいま

すか、我々では気づかないような、しっかり

した資源もあるとは思いますので、しっかり、

そういうところをほり起こしてやっていただ

ければと、それをしっかり商品として売って

いただけたらありがたいなというふうに思い

ます。 

 徳島県の上勝町の有名な葉っぱの事業はあ

りますけども、ああいうものはやはり、地元

におればなかなか気づかないものの、それを

よそに持っていけば高価で売れるということ

もありますので、そういった面も、いろんな

分野の方が今、７名から８名集まって、ブラ

ンド推進室を立ち上げるということなので、

そういったいろんな観点から進めていってい

ただけるとは思いますが、反面、やはり、い

ろんなところから来ますから、それをまとめ

ていくのがすごく大変じゃないかなと思いま

す。リーダーシップをとっていく人がしっか

りしていかないと、みんなばらばらになって、

方向性がばらばらになるんじゃないかなとい

う危惧もいたしますので、そのあたりも、リ

ーダーシップをとっていっていただきたいと

いうふうに思いますし、この辺は、ブランド

推進室に関しましては市長の思い入れが高い

ところではありますので、その辺も市長から

も、しっかりとご指導いただけると思います

ので、その辺よろしくお願いをいたします。 

 次に、駅前の活性化についてですが、ＰＲ

イベントにつきましては、いろいろ歌手を呼

んだり、大道芸人を呼んだりということであ

りましたが、どれだけの期間、今年度だけな

のか、それとも、開催期間は毎月やったり、

何カ月にいっぺんとか、その辺の具体的なと

ころ、もしあれば、教えていただければと思

います。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）この議会３月補正

提案で、平成26年度事業として提案させてい

ただいております駅前のこういったイベント

事業につきましては、全て27年度に繰り越し

されていく事業であります。これについては、

地方創生の交付金で全て賄えるようになって

おります。28年度からの事業につきましては、

新しい策定計画の中で、また、委員さんに十

分検討してもらいながら、盛り込んでいきた

いというふうに考えておりますので、経済部

としては定着化した内容で継続して進めてい

きたいというふうに考えております。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

やはり、こういうＰＲイベントになりますと、

よそから、市外からも来ていただかないとい

けませんし、若い方々の活力ということもこ

こは大事になってくると思いますので、市で

も若い方々にしっかりとかかわっていただい

て、そのイベントを成功させてもらい、これ
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が定期的にずっと続いていくものであれば、

それがまたしっかりと集客につながっていく

のではないかというふうに考えますので、そ

の点もよろしくお願いをいたします。 

 あと、ＬＥＤの看板につきましては、具体

的には、電光掲示板といいますか、文字だけ

が出てくるような電光掲示板なのか、それと

も、動画なども流れるようなものなのか、そ

の点、いかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）現在、駅前広場に

ある観光案内板に、ＬＥＤの大型看板を設置

する予定にしておりますが、大きさは、幅が

２ｍ、高さが１ｍ20の非常に大きなものです。

こういった画面には、文字だけではなくして、

それぞれの観光情報であったり、事業者のＰ

Ｒであったり、そういった媒体を全て映像と

して流せるような、そういう形をつくってい

きたいというふうに考えております。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

しっかりとＬＥＤ、駅前ですので目立ちます

ので、広告媒体としても使用できるとは思い

ますので、しっかりそのあたりでもアピール

していただきたいというふうにも思います。

さらには、パンフレットなども新たにつくる

と、作成するというふうになっていますし、

私も平成26年６月の議会で提案させていただ

いたスポーツツーリズムのガイドブックなど

も、ここで作成していただけるということに

なっています。ですので、しっかりと、また、

その辺、アピールをお願いしたいと思います。 

 あとは、Ｗｉ－Ｆｉに関しましても、橋本

駅と高野口駅に整備されるということで、こ

のあたり整備されてもなかなかそれが、その

駅で今、整備されましたよということをアピ

ールしないと誰もわかっていただけないとい

うこともありますので、その辺のアピールも

しっかりやっていただきたいと思いますが、

その辺いかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）経済部長。 

○経済部長（笠原英治君）Ｗｉ－Ｆｉの整備

につきましては、現在のところ、橋本駅前と

高野口駅前を考えております。橋本駅前には、

１箇所で二つのアンテナを設置してまいりま

す。高野口の駅前としては、今、産業振興セ

ンターが新しく４月から変わっていきますの

で、駅から産業振興センターまでの間、２箇

所三つのアンテナを設置して、広範囲なＷｉ

－Ｆｉエリアにしていきたいというふうに考

えております。これらについては、Ｗｉ－Ｆ

ｉが使えますというマーク、オリジナルのも

のか、既存のものかそういったものをつくっ

て、初めて来ていただいた方にもわかるよう

にＰＲしていきたいというふうに考えており

ます。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

広範囲でやっていただけるということはあり

がたいことですが、特に、観光客の方、外国

の方にとっては、やはり、通信手段としては、

インターネットを介しての通信手段というの

は非常に重要視されますので、橋本市の駅前

と高野口の駅前にはＷｉ－Ｆｉが設置されて

いますよということも、海外で、海外の方々

にもしっかりアピールするためにも、ネット

でのアピールとか、そのあたり、ホームペー

ジやフェイスブックを使ってでも、そのアピ

ールをしっかりやっていただきたいというふ

うに思います。 

 次に移りたいと思います。４番目のＵＩＪ

ターンの助成ですが、この中で、転入を増や

すための、転入新婚新築住宅取得補助を行う

というふうにも書かれております。これは従

来、３年間やっていただいた新婚世帯住宅取

得補助にかわるものだと思いますが、この詳
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しい内容が、もし決まっておれば教えていた

だきたいと思うんですが、いかがでしょうか。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（北山茂樹君）今回の転入夫婦新

築住宅取得補助金といいますのは、平成24年

度から26年度まで３カ年実施してきました新

婚世帯住宅取得補助金を検証した上で、制度

を見直したのが、転入夫婦新築住宅取得補助

金でございます。平成27年４月１日から平成

30年３月31日までの３年間に登記されました

新築住宅が対象となります。それから、夫婦

のいずれかが40歳未満、それから、平成27年

４月以降に夫婦双方が転入した場合に交付の

対象となるということにしております。それ

から、その条件といたしまして、転入前の１

年間は橋本市に住民登録がないことを条件と

しております。それから、補助金については、

一軒当たり50万円とさせていただいていると

ころでございます。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

新婚世帯の補助のほうは、たしか40歳未満で、

結婚して何年間という期限が決まっておった

と思うんですが、今回はそれは外されるとい

うことでよろしいでしょうか。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（北山茂樹君）そのとおりでござ

います。今回は、新婚して３年間という要件

を外させていただきました。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

ということになりますと、より門戸が広くな

ったといいますか、使う方が広くなったとい

うことになると思います。市外から市内に転

入した人が増えると人口増加につながるとい

うことですので、前回の内容を踏まえて、今

回さらに精査して取り組んでいただいたとい

うふうにも考えております。ですので、また、

こういう形でしっかりＰＲをしていただきた

いんですが、定住促進のＰＲも看板をつくる

というふうに、ここにも設置を書かれており

ます。このあたり、どこに設置して、どのよ

うなものになるかがもし具体的に決まってお

れば、よろしくお願いします。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（北山茂樹君）現在、橋本バイパ

スの坂の途中に看板がございまして、この看

板を電光表示に変えることによりまして、市

の人口増加、それから、少子化対策の施策の

情報を発信していきたいと。それと、行事で

すとか、イベント等の情報も発信することに

よってＰＲをしていきたいと、かように思っ

ております。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

ちょうど橋本バイパスの看板といいますと、

24号線から371上がっていくところの坂の途

中にある、ようこそ橋本というあの看板やと

思いますが、あの看板を、そしたらリニュー

アルするということになって、今度は電光で、

動画なども流れるということであります。で

すので、すごく目立ちますし、媒体としても

効果的だと思いますので、そのアピールも、

内容も、ハード面もいいものであれば、ソフ

ト面しっかりいいものにしていただければと

いうふうに思います。 

 あとは、５番目の人口増加対策についてで

すが、婚活事業も今もやっていただいており

ますが、これからも同じような内容で商工会

議所のほうに委託をされるのか、その点いか

がでしょうか。 

○議長（石橋英和君）企画経営室長。 

○企画経営室長（上田力也君）今回計上させ

ていただいておりますのは、従来の商工会議

所のほうへ委託している事業に加えまして、

ちょっと視点を変えまして、単なる男女の出
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合いを提供するというものではなくて、少し

イベント形式にして、その中で橋本市の魅力

を知っていただこうと、いわゆる観光地、そ

れから、スポーツ施設であるとか、あと、グ

ルメ、そういったところも体験してもらいな

がら婚活のイベントをしようというふうに考

えておりまして、これは実行委員会形式とし

て、声をかける範囲につきましても、橋本・

伊都のみならず、お隣の河内長野市、それか

ら、五條市、現在、三市協でいろんな取り組

みをいたしておりますので、そちらのほうに

も声をかけた中で実施をしていきたいと。実

行委員会形式ということで、できれば、本市

の若手職員であるとか、あと、市関連の各種

団体に声をかけて、そういった若者目線のイ

ベントを企画していきたいという経費を盛り

込んでいるところでございます。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

たしか今年度もイベント的な婚活事業も少し

やっていたかなと思います。ちょうど似賀尾

池でヘラブナの体験をしながらということも

やっていました、ごめんなさい、隠谷池です

ね。あそこでもやっていたと思いますが、あ

あいったイベントを絡めてということだと思

います。 

 さらには、若い方々の発想をどんどん入れ

てということもありますので、このあたりは、

官民一体になって、しっかり若手の方もどん

どん、もちろん、結婚を対象にされているの

は若手の方なので、そのあたり、若手の方の

発想をしっかり入れていただきながら、より

成婚率を高めていただきたいと思いますが、

今現在、この婚活事業によって、成婚応援補

助金も出ておりますが、これで成婚したとい

うカップルは何組ぐらいありますでしょうか。 

○議長（石橋英和君）企画経営室長。 

○企画経営室長（上田力也君）この事業は今

年度で４年目になるんですが、結婚に結びつ

いたカップルは、６組の方が成婚をしたとい

う結果をいただいております。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

今までの内容をさらに精査しながら、より良

い婚活事業になるように、またよろしくお願

いいたします。 

 以上で、大きな大項目１番を終わりたいと

思います。 

○議長（石橋英和君）次に質問項目２、紀の

国わかやま国体の準備状況に関する質問に対

する答弁を求めます。 

 企画部長。 

〔企画部長（北山茂樹君）登壇〕 

○企画部長（北山茂樹君）2015紀の国わかや

ま国体の準備状況についてのご質問にお答え

します。 

 一点目のリハーサル大会の反省点と改善点

ですが、昨年実施した競技別リハーサル大会

終了後、競技ごとに和歌山県及び競技団体、

並びに本市の３者による反省会を開催し、反

省点と改善点について協議しました。総括と

しては、各競技会において細かなところを除

き、概ね良好であったと評価をしていただき

ました。ただ、ソフトボール競技会場におい

ては、一般観覧者の動線が悪かったため、売

店などへの人の流れが少なかったとの指摘が

ありましたので、売店出店者及び競技団体と

打ち合わせを行い、本大会では会場配置の修

正を行います。 

 二点目の競技会場及び練習会場の整備につ

いてですが、競技会場では、４会場のうちソ

フトボール競技会場の南馬場緑地広場グラウ

ンドとバレーボール競技会場の紀北工業高等

学校体育館の２施設を整備する必要がありま

す。南馬場緑地広場グラウンドについては、

グラウンド表層部が悪化しているため、良質
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土を５cm上乗せする計画であり、施設管理者

である教育委員会において、平成26年度12月

補正予算にて工事費を計上し、先月、工事発

注をしたところです。また、紀北工業高等学

校体育館については、壁面に取り付けられた

バスケットゴールが競技運営上支障となり、

一時撤去する予定であります。残りの２競技

会場については、現状のまま使用可能であり、

整備は不要です。 

 次に、練習会場ですが、バレーボール競技

は市内の小・中学校体育館９施設、県立高等

学校体育館１施設、本市の体育館１施設の合

計11箇所を、サッカー競技は、市内の中学校

グラウンド１施設を、ソフトボール競技は、

本市のグラウンド１施設を利用することとな

っています。これら全施設については、原状

のまま使用可能であり、整備は不要です。 

 三点目の宿泊の受け入れ体制についてです

が、平成25年度において、和歌山県が共同企

業体である配宿センターと委託契約を提携し、

県が主体となって全競技にかかわる配宿業務

を行っています。本市開催競技の選手・監督

は、バレーボール競技とソフトボール競技が

高野山の宿坊を、サッカー競技は市内の紀伊

見温泉紀井見荘と奈良県橿原市の橿原ロイヤ

ルホテルを利用されることとなっています。

また、各競技の役員については、市内のホテ

ル、ルートイン橋本を利用することとなって

います。 

 四点目の競技会場へのアクセス等手段につ

いてですが、主に自動車を利用しての来場を

想定していますが、交通機関を利用して来場

される方には、ソフトボール競技会場を除き、

橋本駅から各競技会場へのシャトルバスの運

行を予定しています。ソフトボール競技会場

ついては、最寄り駅を南海高野線学文路駅と

設定しており、同駅からは徒歩で来場してい

ただく予定です。 

 五点目の運営ボランティアの確保について

ですが、平成25年10月から募集を開始し、本

年１月末日現在で、個人登録者178名、グルー

プ登録51グループ518名、合計696名の方々に

登録をいただき、当初の公募者数である200

名を大幅に上回っています。登録をいただき

ました皆さまに心より御礼を申し上げます。

登録いただいた全ての方々にいずれかの業務

に携わっていただく予定です。 

 六点目の市民を巻き込んだ国体ムードの盛

り上げについてですが、平成24年７月に日本

体育協会理事会において、第70回国民体育大

会が和歌山県で開催されることが正式決定さ

れた以降、本市では国体開催を市民の皆さん

に知っていただくため、市内各所で開催され

るイベント等に、きいちゃんや中学生で構成

するジュニアＰＲ隊も参加してＰＲ活動を行

っています。今年はいよいよ紀の国わかやま

国体が開催されます。今までの通常のＰＲ活

動に加え、開催200日前、100日前の節目での

ＰＲイベントや灯火イベントなどを開催し、

１人でも多くの市民の方に参加していただき

気運の醸成を図ってまいりますので、議員の

皆さまにおかれましても、国体成功に向けご

支援・ご協力をよろしくお願いいたします。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君、再質問

ありますか。 

 ５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

着々と準備を進めていただいておりまして、

ありがとうございます。順番にまいりますと、

１番のリハーサル大会の反省点に関しまして、

いろいろと出てきたと思いますし、それに対

して改善をやっていくということであります

ので、本番に向けて、その改善点をしっかり

と踏まえて成功させていただきたいというふ

うに思います。 

 ２番目の競技会場に対しましても、南馬場
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に関しては、新しい土も入れるということで

あります。練習会場はそのまま使用できると

いうことでありましたが、練習会場と競技会

場を、多分、選手の皆さんはバスで移動され

ると思いますが、結構離れているんじゃない

かなと思います。 

 例えば、練習会場でウォーミングアップ、

しっかりと汗を流して体をほぐした後、また、

バスに乗って移動するということになれば、

また、アップをし直さないといけないんじゃ

ないかなというふうな危惧もいたしますが、

そういうふうな要望といいますか、競技団体

の方々と要望、そういうふうなお話し合いも

されていると思うんですが、そういった要望

などは競技団体のほうからは上がっていませ

んでしょうか。移動の距離が長いとか、試合

会場の近くで練習をしたいと、ウォーミング

アップをしたいということであれば、例えば、

サッカーであれば、グラウンドの中に、中に

といいますか、運動公園内にどこか駐車場と

かで少し整備をして、ウォーミングアップを

するというようなことも考えられないのかと

いうこともあるんですが、その点いかがでし

ょうか。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（北山茂樹君）競技団体との現在

までの協議の中では、そういう声は上がって

きておりません。といいますのが、各チーム

ともバス等で来られると思いますので、その

移動についても、自ら用意したバス等で移動

されると、かように思っております。 

 それから、サッカー競技のアップ場のこと

についてですけども、競技団体とこれも協議

した結果ですけども、現在のサッカー競技場

の両サイドでアップができるということでご

ざいますので、団体の中ではその問題はクリ

アできたかなと思っております。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）競技団体との協議の中

でそのような、団体との中でそういう協議に

なっておるということであれば、まず問題な

いのかなというふうに考えます。 

 ３番目の宿泊体制、受け入れ体制ですが、

バレーとソフトの選手に関しては高野山の宿

坊でいいということであります。全て、そこ

の宿坊でおさまっておるというふうに考えて

よろしいんでしょうか。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（北山茂樹君）配宿ですけども、

配宿については先ほども答弁いたしましたよ

うに、今、県が主体となって全競技の配宿を

しているという状況でございまして、本市の

開催するバレーボール競技とソフトボール競

技の選手につきましては、高野山の宿坊で宿

泊できるということになってございます。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

以前、私も、平成23年の９月に宿泊に関して

一般質問をさせていただいたときには、公的

施設の一時的な転用なども考えられますとい

うことだったんですが、それが、今回計画で

は、それはしなくてもいけるということであ

ろうかと思います。ですので、サッカーなど

は紀伊見荘のほか、県外の橿原のほうのホテ

ルも使うということで計画されているという

ことだと思います。 

 次の、競技会場へのアクセス等ですが、ソ

フトに関しては学文路駅から歩いてもらうと。

そのほかの会場に関しては、橋本駅からバス

が出るということで、これはピストン輸送と

いう形でしょうか、それとも、時間を決めて。

これからだと思いますが、その辺の計画、も

しあれば、教えていただければと思います。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（北山茂樹君）そのとおりでござ

います。 
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○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ピストン輸送というこ

とで、特に一般の方、たくさん来られると思

いますので、やはり、橋本県立体育館までと

いいますか、あそこの会場まで歩いて行けと

いうのは、なかなか坂もありまして大変だと

思いますし、あの道をぞろぞろと歩くのも、

やはり、危ないと思いますので、そういうシ

ャトルバスを出していただけるというのは、

ありがたいことやと思います。 

 すいません、時間もないので、次、５番目

に行かせてもらいますが、200人の予定に関し

てボランティアは700人集まって、今現在、登

録していただいている。本当に橋本市民の方

の関心というのは高くて、それは登録してい

ただいてありがたいことであります。ですの

で、200人のところ700人ですから、予定して

いた場所といいますか、配置をうまいことや

らないと、ボランティアに行ったけども何も

することがなかったということであれば申し

わけないと思いますので、そのあたりの配置

をうまいこと考えていただきたいと思います

が、その点のお考えがありましたら、いかが

でしょうか。 

○議長（石橋英和君）企画部長。 

○企画部長（北山茂樹君）200人を募集したと

ころ、約700人も参加していただいたというこ

とで、私ども非常に、市といたしましては、

ありがたく思っております。せっかくのご厚

意にやっぱり応える必要があると思っており

ますので、どういう形でかかわっていただく

かというのは、まだきちっと確定はしており

ませんけども、今後、全員の方がいろんなと

ころでボランティアに参加していただくとい

うことを検討してまいりたいと思っています。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

最後のムードの盛り上げですが、特に、私は

小学生の子どもとかが国体に接することとい

うのは大事やと思います。ですので、学校と

かでも、この辺、アピールしていただきたい

と思うんですが、そういった国体に向けての

アピール、教育委員会側で、もしお考えとか

あれば、教えていただけますでしょうか。 

○議長（石橋英和君）教育長。 

○教育長（小林俊治君）国体も近づいてまい

りました。それぞれののぼりであるとか、ま

た、花壇であるとか、そういう形の中で子ど

もたちが参加していく、自分たちも紀の国国

体に参加しているという、そういう参加の姿

勢を貫くためのいろんな形で取り組みを進め

ていきたいと思っています。 

 まだまだしていきたいことはございます。

例えば、案としましては、国体のマークをみ

んなでつくっていくというふうな取り組みも

ありますし、参加するという、子どもたち一

人ひとりが参加していくという、そういう実

感を体感できるような取り組みを進めていき

たいと思っています。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君。 

○５番（森下伸吾君）ありがとうございます。

特にやはり、子どもにとっては一流のプレー

を見るというのは、すごく子どもたちにとっ

ては、貴重な体験だと思います。国体に来る

選手というのは一流の企業の選手などもたく

さん来ますので、そういったプレーを見るこ

とによって、将来、橋本市からそういった次

のスポーツにたけた、また、子どもたち、ス

ポーツ選手が誕生するかと思いますので、子

どもたちもしっかりとそのあたり、会場に来

てもらえたらいいなというのが私の実感です。 

 特に、リハーサル会場、私も回らせて見さ

せていただいて、まだまだ思ったよりも来て

いただけていないんじゃないかなというふう

にも思いました。ですので、子どもに言われ

れば、親は連れていきますので、やはり、子
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どもたちが、この国体会場に行きたいよとい

うようなこともしっかりアピールしていただ

ければと思います。その後、200日前イベント

とか、100日前イベントも開催されるというこ

とでありますので、この内容もしっかりと市

民を巻き込んで、橋本市全体で盛り上げて、

成功させていきたいというふうに思いますの

で、その点、我々もしっかりとご協力させて

いただきたいと思いますので、どうかよろし

くお願いします。 

 以上で、私の質問を終わります。 

○議長（石橋英和君）５番 森下君の一般質

問は終わりました。 

                                           

 


